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外国為替管理法の改正,金融の自由化,国際化の進展などが進むなかで,顧客の

国内外の自由金利商品に対する関心は強まり,そのニーズもますます多種多様化す

るに至った｡これらニーズにこたえるため,汎用コンピュータシステムによる多種

多様の機能をもった``DREAM''システムを株式会社東京銀行と日立製作所で共同

開発した｡`▲DREAM''システムは汎用OS下のオンラインパッケージとして開発され

たもので,情報サービスの対象は,行内ユーザー部門だけでなく対外接続機を通じ

て外部の顧客にも及んでいる｡パーソナルコンピュータによるこれら情報の提供,

すなわち``TOHCASH''サービスがこれである｡

本論文では,システム開発思想,業務機能と業務推進効果,

ム構成,及び今後の発展性について述べる｡

ロ 緒 言

株式会社東京銀行は,外国為替専門銀行として東京市場は

もとより,海外市場でも為替･資金取引のリーディングバン

クとして活躍しており,なかでも東京外国為替市場について

は,ライオンズシェアを誇っている｡

外為ディーリングシステムについては,既に昭和54年,外

為ディーリングルーム内にミニコンピュータによるシステム

を構築し,ディーリングのサポートを行なうとともに,営業

店に対しても時々刻々の相場提供などを行なってきた｡しか

し,急速なピッチで進む金融革命の中でますます多種多様化

した顧客ニーズに的確にこたえるためには,ミニコンピュー

タシステムではおのずと限界があり,ディーリング業務に必

要な更に高度な諸機能を取り込んだシステムが必要との判断

から,DREAMシステム(Dealing Room Electronic Assist

System)を開発し,これを1期業務(昭和58年12月),2期業務

(昭和59年4月)に分けてスタートさせた｡

本システムは,株式会社東京銀行の情報源である各本部と

業務推進の最前線に立つ営業店とをリアルタイムで結ぶ行内

オンラインシステムが基本であるが,REUTER/TELERATE/

QUICKと言った外部情報サービス会社ともコンピュータ間

接続を行ない,リアルタイムで各種情報を提供している｡

また,本システムが提供する情報は,近年にわかに活発化

している市場性商品取引の情報,すなわち外国為替･資金･

証券情報を主体として構成されているが,その発展性につい

ては,政治経済情報など,いわゆる海外の文章情報について

も株式会社東京銀行が収集し,かつ有効利用できるものであ

れば,その範ちゅうを問わず随時組み込める汎用性,拡張性

をもっており,最終的には株式会社東京銀行独自の総合情報

システムと各種ディーリングのサポートシステムの構築を目

指すものである｡

臣I DREAMシステムの開発

2.1 システムのねらい

我が国の金融資本市場では,自由化･国際化･情報化の披

が日増しに高まっており,この中で顧客にはより効率的な為

替･資金取引のニーズが生じている｡顧客に対し内容のある

コンピュータシステ
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情報をいかに早く,的確に提供するかが今後の取引の拡大と,

ひいては銀行収益を左右する重要なファクターの一つといっ

ても過言ではない｡

DREAMシステムは,急速に進む金融革命の中でますます

多様化･高度化する顧客のニーズに対応するため,株式会社

東京銀行各本部と業務推進の最前線に立つ営業店に対し有効

な行内情報をリアルタイムで提供することをねらいとして開

発されたシステムである｡

2.2 システム設計上の基本方針

2.2.t 拡張性の重視

ストソクからフローへと金融は転じつつある｡金融市場を

取り巻く環境は目まぐるしく変わり,自由金利商品も次々と

開発されているなかで,コンピュータシステムではハードウ

ェアの能力拡張だけでなく,アプリケーションソフトウェア

の短期開発もまた必要要件となる｡DREAMシステムの開発

については,汎用ハードウェア,汎用ソフトウェアをベース

とし,柔軟なアプリケーションソフトウェア構造を導入する

ことによって為替相場,金利,証券などの自由商品情報に対

するユーザーの要求変化に対応していくことにした｡

2.2.2 日本語処理への対応

瞬時の判断が要求されるディーリング業務では,情報が一

目で見てとれることが重要である｡このために,システム設

計段階からプログラム開発維持支援システム｢漢字CORAL+

を全面的に才采用し,日本語情報処理を取り入れることにした｡

ディスプレイ面画のコピーをそのまま顧客に手渡すことを念

頭に置き,数値データ以外のタイトル,諸項目などは可能な

限り自然な日本語表示とした｡画面自体もシンプルにし,各

画面はスペースの許す限り市況などの文章情報を盛り込むこ

とにした｡

2.2.3 データ入力負荷の軽減

DREAMシステムの情報入力は,本部担当者によって行な

われるが,営業店業務開始前に入力を要する数値データは300

個を超えるほか,東京市場の相場,金利などはその変動のつ

ど新しい数値データを入力する必要がある｡これらの数値デ

ータはそのまま各画面の表示に使用されるだけでなく,先物
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予約相場,外貨預金･インパクトローンなどの利回り計算な

どにも使用され,極めて重要な意味をもつ｡したがって,シ

ステム設計に際しては,数値データのフォーマット化や入力

時のカーソルの動きを考慮した画面設計により,入力負荷を

最小限に抑えるように配慮するとともに,データ固有の入力

誤りチェックにも十二分な配慮を行なった｡

2.2.4 多機能端末による情報システム構築

端末装置であるHITAC T¶560/20パーソナルステーショ

ンは,基本的に行内ユーザー部門へオンラインで情報伝達す

る手段として使用されるが,それ以外にパーソナルコンピュ

ータ,及びワードプロセッサとしての機能ももっている｡
営業店でのニーズはバラエティーに富んでおり,特に過去

の相場推移,金利比較の計表化などは期間,通貨などにより

様々な組合せが考えられるが,これらをすべてセンタ側で処

理することは無理がある｡そこでこの種の要望については,

端末がパーソナルコンピュータによりオンラインデータを加

工することができることから,当機能を生かし,ユーザー側

で自由に計表,グラフなどを作成できるように設計した｡

田 DREAMシステムの機能

3.1 DREAMシステムの概要

本部ディーリングルーム内のディーラーは,東京市場及び

海外市場を相手に為替･資金･証券などのディーリングを行

なっている｡前日の海外情報,当日のオープニング気配など

ディーリングに必要な情報は,毎朝,東京市場がオープンす

る前に担当者によって端末から入力される｡また,これら相

場･金利は時々刻々変動することから,その変動に際しては

担当ディーラーの手によって端末入力される必要があり,こ

れらデータはホストデータベースに格納される(図1参照)｡

行内ユーザー部門は,端末から所定のトランザクションを

入力することによって,必要画面をディスプレイ上に呼び出

すことができる｡これらデータは,対外接続用TOHCASHシ

ステムを経由し,株式会社東京銀行ファームバンキングの一

環として顧客に提供されるほか,REUTER/TELERATE/

QUICKシステムにも提供されている｡

DREAMシステムに組み込まれている情報は五つに大別さ

れ,その各々について主な内容を挙げればi欠のとおりである｡

国内営業店(32店)

国ロ

モミノ

他本部

TOHCASH

TOHCASH加入者
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ホットライン(電話)

(1)為替相場

東京外国為替市場相場,海外為替市場相場,先物予約相場

及び金相場

(2)金 利

東京円インターバンク市場金利,東京ドルコール市場金利,

海外ユーロ金利,米国主要金利,各国国内金利

(3)複合(シミュレーション機能)

先物予約付きインパクトローン(短期,中期),先物予約付

き外貨預金(短期,中期),トーパック及び各種商品利回り比

較表

(4)証 券

我が国の債券価格,各国の債券市場代表銘柄価格

(5)文章･グラフ

東京外国為替市況,海外市況,債券市況,カントリートピ

ックス,円相場推移表,及び長短金利推移表

3.2 DREAMシステムの機能

3.2.1本部･営業店への迅速な情報サービス

資金の取引はその性格から時々刻々最新の相場金利情報が

必要であり,システム的には迅速に伝達,表示されることが

要求される｡このことは,単純な相場の伝達だけでなく,シ

ミュレーションなど複雑な計算を伴うアプリケーションでも

同様である｡DREAMシステムではこれらを実現するため,

中央保留時間を短くするだけでなく端末側での操作時間も必

要最小限に抑えるよう配慮している｡

(1)ダイレクト画面呼び出し

DREAMシステムでは,各画面共通位置にトランザクショ

ンコード入力用エリアを設けている｡このエリアに所定のコ

ードを入力することによって,見たい画面(メニュー画面を経

由せずに)を直接呼び出すことができる｡例えば,東京外国為

替相場の画面から我が国債券の画面を1回の操作で表示可能

である｡このことはシミュレーションなど会話処理を行なっ

ている途中でも同様である｡

(2)自動計算

為替･資金･証券情報の入力,あるいはシミュレーション

条件の入力は必要最小限に抑えている｡すなわちプログラム

でロジックが組めるものは,すべてプログラム側で計算し出

力を行なう｡

東京市場

短資業者

ブローカー

ホットライン

DREAMシステム

データベース
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注:略語説明 DR巨AMシステム(Dea=ng Room Electronic Assist System)

図I DREAMシステム概

念図 DREAMシステムは

本部及び営業店の銀行業務推

進支援を目的とした情報シス

テムである｡TOHCASHシステ

ムを介して,Cash Manage-

ment情報を雇頁客へ提供する

ほか,情報サービスシステム

とも接続している｡



〔例1〕

先物為替相場の応答目については,各通貨の休日(1970～

2039年)をシステム内に保有のうえ,自動的に計算し,画面上

に表示する｡これによr)担当ディーラーはもとより営業店担

当者もカレンダーチェックに時間をとられることがなくなっ

た｡

〔例2〕

利付金融債で価格が決まれば,利回りが決まるわけである

が,このように一方が決まれば他方が自動的に決まるものに

ついては,そのどちらかを入力すれば他方は自動的に計算の

うえ表示を行なう｡

3.2.2 情報の自動更新

市場相場を時々刻々伝達するためには,ユーザー側から相

場を取りにゆくのではなく,本部ディーラーによって入力さ

れた相場がユーザー画面に自動更新されることが望ましい｡

DREAMシステムでは全端末の現在の画面出力,状況が管手堅さ

れており,ある通貨の相場が変化すると,その変更データを

送るべき端末がどれかを判定したうえで該当の端末にデータ

を送り出す｡東京外国為替相場,東京ドルコール金利が自動

更新の対象となっている｡ただし,対顧先物予約計算などシ

ミュレーション中に相場がどんどん変化しては困る面もある

ので,それらについては自動更新機能を付加していない｡

3.2.3 他システムへの情報提供

対外接続システムTOHCASHでは,預金残高案内,輸出手

形買取通知など各種取引情報を顧客に提供しているが,本サ

ービスでの外国為替･資金･証券などのキャッシュマネジメ

ント情報の充実と海外情報の提供を目的として,昭和59年4月

に本システムとTOHCASHシステムの接続を行なった｡

更に昭和60年3月,REUTER/TELERATE/QUICKとも
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ホスト接続を行ない,情報提供を開始した｡従来,本部ディ

ーラーは相場が変動するたびにDREAM,REUTER,

TELERATE,QUICKの4端末にデータを入力していたが,

この接続によってこれら各社端末への入力操作がDREAM端

末への入力に一元化され,大幅な省力化を図ることができ

た｡

3.3 システムを構成するハードウェア,ソフトウェア

ホストコンピュータとしてHITAC M-240H,端末として

HITAC T-560/20PSを用い,現時点で突端末数116台,仮想

端末准1'数60台に対し処理を行なっている｡OS(Operating

System)としてVOS3(Virtualstorage Operating System

3),DBMS(Data Base Management System)としてADM

(Adaptable Data Manager)及び使用言語としてKCORAL

(漢字CORAL=日本語CORAL)であり,DREAMシステム運

用を簡単化にするためにADM/AOF(ADM/Automated

OperatorFacility)を用いている(図2参照)｡

3.4 アプリケーションソフトウェア

アプリケーションプログラムは今後の拡張性を考慮し,1

画面=1プログラムのシンプル構造とした｡各プログラムは

i欠に挙げる6グループ分けができる｡

(1)外国為替プログラム群

(2)資金プログラム群

(3)マネーデスクプログラム群

(4)証券プログラム群

(5)文章プログラム群

(6)その他,他システム接続関連プログラム群

※1)対外接続システムTOHCASHを,DREAMシステムから見て仮

想端末に見立てている｡

通貨データベース

休日データベース

相場ヒストリ

データベース

金利ヒストリ

データベース

証券基本情報
データベース

カントリートピックス

データベース

ADM/AOF

外 資 マ 証

国 子
為 金 テ 券

文

士

早

A

P

そ

の

他

REUTER/

TELERATE

雷 A 夏 A

P P P P

接続OCP

ADM

ECS/VTAM BTAM

VOS3/SP卜+SS3

ECS/NCP

DDX(P)

BCP

注:略語説明

ADM/AOF(Adaplab】e Data Manager/
Au10mated Operator Fac州y)

ECS/VTAM(Extended Comm]nlCat】0n

S岬POrt/VirtualTerecomm]∩トCal】OnS
Access Method)

VOS3/SPl-+SS3(Virtua】storage
Operat【[g System3/

SソStem P｢od]Ctl-

+ob Spool】ng Sし+bsystem3)

ECS/NCP(Extended Commu[rCat1011

Support/NetvJOrk Co[trOIPrograr¶)

BCP(Basic Contro､Program)

DDX(P)(Diglt∂lData Exchange)(Packet)

H-8633

店頭表示装置

9月00bps

本 部

H什AC T-560/20PS

≦謬

近郊営業店

HITAC T-560/20PS

屡)

遠隔営業店

HITACト580/20PS

塵∋

TOHCASH

RE]TER

HITAC T-560/20PSXl16台

QuCK

T巨+ERATE

図2 DREAMシステム構

成 HITAC M-Z40Hをホス

トコンピュータとし,H什AC

T-560/ZOPS端末I16台を本

部･営業店に設置して,サー

ビスを行なっている｡DB/DC

システムと してADMを採用

し,漢字CORALによる業務プ

ログラム開発を行なった｡
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3.5 データベース

データベースについては,基礎的なデータをいかに系統化

し,時の経過とともに変化するユーザーニーズに対応してゆ

くか,を念頭におき設計を行なった｡以下に主要データベー

スの種類と内容を記述する｡

(1)通貨データベース

通貨の基本的属性(国名,補肋単位,平価,トレーディング

ターム進2}など)を保有し,各種計算,表示などに使用する｡

(2)休日データベース

世界各地の休日を登う録するデータベースであり,1970年か

ら70年間分の休日情報を保有している｡各テヾィーリング通貨

の先物応答日計算,休日チェックなどに使用する｡

(3)相場ヒストリデータベース

通貨のオープニング･クロージング相場などオフィシャル

な相場を毎日記録するデータベースである｡同じ通貨であっ

ても代表的な市場ごとに相場は異なっており,当データベー

スでは同一日に東京,ロンドン,ニューヨークなど複数の相

場を保有する｡

(4)金利ヒストリテ＼-タベース

通貨のオープニング･クロージング金利などオフィシャル

な金利を毎日記録するデータベースである｡東京市場金利,

ロンドン市場金利,主要各国の国内金利などを保有する｡

(5)証券基本情報データベース

証券に固有な情報を保有する｡発行者,発行日,償還日,

利払い回数などの情報が銘柄別に記録され,経過利息,応募

者利回りなどの計算に使用される｡

(6)カントリートピックステ小一タ/ヾ-ス

世界各国の政治経済情報などを文章として記録するデータ

ベースである｡検索のために種々のキーを用意しており,直

接文章を呼び出す以外に,メニューによって選択範囲を限定し

ながら目的の文章を呼び出すことも可能である(図3,4参照)｡

8 今後の発展性

DREAMシステムは,冒頭に述べたように,株式会社東京

銀行独自の総合情報システムと各種ディーリングのサポート

(先物千舟相場〉

CCY+型__(RA†E指示)+_

85/¢コ/30 S8002

15:13:0与

一類相境指示(Y8R H)

OUTItIGHT C札.別口JIRI竹NTH FO臥IARD

T【RH仇疋DAT【 DLR-Y【H CROSSllAT【 EXP IMP け)HTH EXP IHP

SPOT8ら-○ヰー02 2`2.50-`0 3.28iO-`0 79.88 79.9`APR 79.88 8l.`5

1托I85-05-02 53-430 153-=8 抑.11 8l.`5【AY 80.13 8l.`5

2MS85-○`-03 110-100 2さ`-221 80.0, 80.21JUH 80.0` 抑.2i

3H58～-07-02 =7-1`7 80.0` 80.ZIJUL 80.Ot さ0.21

1HS85-08-02 25ムー2王` 80.01 80.t8AU6 79.98 80.18

～HS85-0ト○】 3さ0-310 舶i一冬49 79.97 80.15S〔P T9.97 80.2ヨ

`M585-1l一02 仙0-39(〉 80.08 さ0.25

1ZMS8`-04-02 9小ト890

(ODDS.川旺GUしARS)

K川O P【LIVERY START 【HD RA■陀 USOLR CROSS

llMP JUl1 85-0ムー0585-0ムー28 毛0.2i(Z引.`0)(3.之る糾)

2EXP FIX 85-09-12 80.Ol(258.98)(5.2370)

3亡XP OPT 8ら-0`-0385-○ふ-t0 80.08(2引.21)(3.加22)

l ( )( )

TR一ID 58002 (CCY )

図3 アプリケーション具体例一先物予約相場画面 最新の相場デ

ータを基に,指定された通貨の0UTRIGHT,CALENDAR
MONTHの先物相場を自

動算出する｡ODDS物については破線下の部分にKIND,DEJlVERY,START,END

を入力して計算する｡指定された通貨の東京市場相場がないゴ易合,前営業日のニ

ューヨーク終値を使用し計算を行なう｡

※2)トレーディングターム:建値区分と同義
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ホストアクセス機能

パーソナルステーション拡張BASICプログラム

【 LONDON 】 bH

D▲lLY曲は 10日曲且 30巳■▲

】.71

;.i

】.ヱ5

オンライン画面

オフライン画面

図4 アプリケーション具体例一ユーロ金利推移グラフー

オンライン画面で検索したユーロ金利推移データを基に,T-560/20パーソナルス

テーションホストアクセス機能によりグラフ化を行なう｡グラフ化のニーズは

多様であるが,グラフ処理は拡張BASICプログラムで行なっているため,容易に

対応できる｡

システムの構築を目指すものであl),いわゆる勘定系システ

ムとは位置づけが異なっている｡

開発画面数は諸情報メニューに現在開発作業中の｢本支店

ディール/ポジション報告+システム(為替資金部一各営業店間

の為替･資金オンライン ディーリング システム)を加えれば

200を超える規模となり,内容的にも一応のレベルに達した｡

将来の展開については,今後検討を要するが,その可能性

としては例えば以下のものが考えられる｡すなわち,

(1)勘定系システムとの接続･連動化

(2)行内OA化への活用

(3)対外情報サービスの拡大(TOHCASH接続)

(4)海外拠点への情報提供(海外ネットワークとの接続)

等々である｡

B 結 言

以上,株式会社東京銀行の情報システムであるDREAMシ

ステムについて述べたが,このシステムは昭和59年7月から

全店稼動に入り,順調に稼動している｡稼動後1年余を経過

し,トラフィック量も順調に増加しており,先ごろ全店を対

象に行なったアンケート結果では,当初の予測どおり業務推

進上大きな力を発揮していることが確認された｡

今後とも,金屑虫環境の変化に応じて逐i欠アプリケーション

の充実を図り,為替･資金情報だけにとどまらない広義の情

報系システムとして,更にその機能の拡充を因っていく考え

である｡




